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一
、
は
じ
め
に 

明
治
維
新
一
四
〇
年
に
あ
た
る
平
成
二
〇
年
は
ま
た
、
幕
末 

・
勤
皇
の
志
士
の
一
人
で
あ
っ
た
兼
﨑
橙
堂
が
徳
山
藩
に
始
め

て
最
新
の
西
洋
砲
術
を
伝
え
て
一
五
〇
年
目
に
も
あ
た
る
。 

四
境
の
役
で
幕
府
軍
に
勝
利
し
た
長
州
軍
。
そ
の
勝
因
の
ひ 

と
つ
に
、
最
新
式
の
銃
・
大
砲
を
備
え
、
洋
式
銃
陣
を
敷
い
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

橙
堂
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年･

会
誌
第
二
三
号
『
現
徳
山 

市
域
内
の
明
治
維
新
期
に
活
躍
し
た
群
像
た
ち
』
（
註
①
）
の 

中
で
、
相
州

そ
う
し
ゅ
う(

相
模

さ

が

み

の
国)

警
衛
な
ど
若
干
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

筆
者
は
一
族
の
傍
流
末
裔
の
ひ
と
り
と
し
て
西
洋
砲
術
指
南 

役
「
兼
﨑
橙
堂
」
に
つ
い
て
、
そ
の
足
跡
と
家
系
の
調
査
・
研 

    

会
員 

 

兼 
 

﨑 
 

人 
 

士 

 

究
を
行
っ
た
。 

す
な
わ
ち
、
本
稿
は
『
橙
堂
遺
稿
』
（
註
②
）
や
毛
利
徳
山

藩
譜
録
な
ど
現
存
す
る
史
料
の
他
、
直
系
の
ご
子
孫
が
所
蔵
さ

れ
て
い
た
橙
堂
文
書
な
ど
を
使
い
、
徳
山
藩
士
・
兼
﨑
橙
堂

の
足
跡
・
人
物
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
橙
堂
と
い
う
名
は
雅
号
で
あ
り
、
通
称
名
は
「
昌 

司(

し
ょ
う
じ)

」
、
諱

い
み
な

は
茂し

げ

昌ま
さ

で
あ
る
。
本
稿
で
は
広
く
親 

し
ま
れ
て
い
る
呼
称
「
橙
堂
」
に
統
一
し
た
。 

  
 

二
、
家
系
に
つ
い
て
（
先
祖
は
刀
鍛
冶
） 

『
我
家
我
藩
の
記
録
』
（
註
③
橙
堂
嫡
男･

兼
﨑
茂
樹
著
）

な
ど
に
よ
れ
ば
、
そ
の
家
譜
は
「
兼
﨑
氏
姓
は
藤
原
。
そ
の 

徳
山
藩
士
・
兼
﨑
橙
堂

と
う
ど
う

の
足
跡
と
家
系 

－ 

戸
田
剱
持
家
文
書
を
史
料
と
し
て 

そ
の
保
存
に
つ
い
て 



先
は
藤
原
庶
流
兼
﨑
刑
部

ぎ
ょ
う
ぶ

左
衛
門
茂
久

し
げ
ひ
さ

よ
り
出
る
」
と
記
さ
れ 

て
い
る
。
開
祖･
茂
久
は
、
毛
利
元
就
侯
安
芸
に
お
ら
れ
た
時 

に
刀
鍛
冶
と
し
て
仕
え
て
い
た
。
関
が
原
の
合
戦
の
の
ち
、
芸

州
よ
り
輝
元
公
が
萩
に
移
ら
れ
た
と
き
伴
随
し
た
。
徳
川
家
康 

か
ら
防
長
へ
の
領
国
入
り
を
許
さ
れ
た
の
は
、
敗
戦
か
ら
三
年

後
の
慶
長
八
年(

一
六
〇
三)

八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
註 

④
）
茂
久･

二
男
の
喜
兵
衛
茂し

げ

勝か
つ

は
別
家
し
て
周
防
国･

四
熊
村 

に
居
住
、
鍛
冶
を
勤
め
た
。
そ
の
子･

三
蔵

さ
ん
ぞ
う

か
ら
富
田

と

ん

だ

村･

政
所

ま
ど
こ
ろ 

に
移
り
住
ん
で
い
る
。 

筆
者
の
家
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
『
過
去
帳
』
（
註
⑤
）
に

は
、
芸
州
の
前
に
駿
河
の
国
に
住
ん
で
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
概
要
を
以
下
に
記
す
。 

「
藤
原
朝
臣
吉
原
改
め
兼
﨑
姓
と
な
る
。
藤
原
鎌
足
公
の
後
、 

開
祖
は
藤
原
親
能

ち
か
よ
し

上
式
部
太
夫
で
あ
る
。
富
士
の
裾･

駿
河
の
国 

二
萬
貫
領
主
に
長
く
仕
官
し
た
。
そ
の
後
、
備
後(

現
在
の
広 

島
県
東
部)

の
吉
原
に
居
城
す
る
。
天
文
の
頃
、
毛
利
元
就
公 

に
仕
え
、
石
見
銀
山
の
山
吹

や
ま
ぶ
き

の
職
を
勤
め
た
。
慶
長
五
年 

関 

が
原
の
合
戦
の
の
ち
、
住
国
を
退
去
し
周
防
国
山
里
に
来
て
、 

四
熊
に
住
む
。
以
降
、
世
代
の
録
を
記
す
。
（
中
略
）
ま
た
、 

長
船

お
さ
ふ
ね

祐
定
の
門
下
と
な
り
鍛
冶
を
学
ん
で
い
る
。
」 

開
祖
・
茂
久
よ
り
六
世
の
ち
の
茂し

げ

歳と
し

の
と
き
、
兼
﨑
家
は
大 

き
な
転
機
を
迎
え
た
。
正
徳
六
年
二
月
二
八
日
に
、
十
右
衛
門 

息
子･

茂
歳
が
、
元
次
公(

三
代
徳
山
藩
主)

に
武
士
と
し
て
召 

抱
え
ら
れ
る(

十
五
石･

御
蔵
本
付)

。
周
防
国
に
居
住
し
て
百 

十
二
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
四
月
一 

三
日
に
は
万
役
山

ま
ん
に
ゃ
く
や
ま

事
件
に
よ
り
、
徳
山
藩
は
改
易
と
な
っ
た
。 

五
代
広
豊
公
の
と
き
に
は
兼
﨑
一
族
か
ら
与
八
郎
直
應
と 

孫
右
衛
門
久
治
の
二
家
が
藩
士
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
た
。
以
降
、 

明
治
四
年
六
月
の
徳
山
藩
終
焉
ま
で
の
間
、
橙
堂
の
家
系
を
筆 

頭
に
兼
﨑
三
家
が
藩
士
と
し
て
仕
え
た
。
三
家
系
は
、
そ
の
通 

字
に
夫
々
「
茂
」
「
久
」
「
直
」
を
使
っ
て
い
る
。 

一
方
、
十
右
衛
門
か
ら
分
か
れ
た
十
太
夫
の
家
系(

筆
者
の
家 

系)
は
農
業
を
営
ん
で
い
た
。
茂
歳
の
息
子･

茂し
げ

親ち
か

に
は
男
子
が
い 

な
か
っ
た
の
で
、
十
太
夫･

三
男
茂し

げ

貞さ
だ

は
叔
父
・
茂
親
の
養
嗣
子 

と
な
り
茂し

げ

澄ず
み

（
五
石
加
増
さ
れ
二
十
石
徒
士
と
な
る
）
、
茂し

げ

昌ま
さ 

(

橙
堂)

へ
と
続
い
た
。
（
図
１･

系
図
参
照
） 



徳
山
に
お
い
て
は
現
在
、
兼
﨑
一
族
に
は
四
家
の
存
在
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
大
迫
田
墓
所
に
そ
の
四
家
の
墓
が
存
在
す
る
。 

  
 

三
、
大
坂
・
堺
へ
の
遊
学
と
親
戚
・
播
磨
屋 

橙
堂
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
誕
生
。
一
八
歳
の
と
き 

は
じ
め
て
堺
へ
遊
学
す
る
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
月
二
六 

日
浜
崎
の
港
よ
り
乗
船
、
海
路
に
て
六
月
一
日
、
大
坂
天
保
山
下 

に
着
。
大
坂
土
橋

つ
ち
ば
し

筋(

現
在
の
大
阪
市
西
区
立
売

い
た
ち

堀 ぼ
り)

の
親
戚･

播 

磨
屋
忠
兵
兵
衛
宅
へ
行
き
、
徳
山
藩
人
松
岡
皆
人
に
会
う
。
そ
こ 

で
数
日
滞
在
し
、
六
月
六
日
に
藩
校
鳴
鳳
館
教
授
・
本
城
太
華
、

徳
山
藩
人
松
岡
皆
人
の
紹
介
で
、
堺
の
斎
藤
五
郎
鸞
江(
ら
ん
こ

う)

の
塾
に
入
っ
た
。 

大
坂
土
橋
筋
の
播
磨
屋
忠
兵
衛
宅
は
、
大
塩
平
八
郎
終
焉
の 

地
・
美
吉
屋
五
郎
兵
衛
宅
（
同
市
西
区
靭

う
つ
ぼ

本
町
）
の
近
く
で

あ
る
（
註
⑥
）
。 

忠
兵
衛
の
妻(

菊)

は
橙
堂
父･

小
右
衛
門
茂
澄
の
伯
母
、
つ 

ま
り
橙
堂
か
ら
み
れ
ば
大
伯
母
に
な
る(

十
太
夫
の
次
女
で
茂 

貞
の
姉)

。
播
磨
屋
忠
兵
衛
は
、
大
坂
土
橋
筋
の
町
中
で
下
駄

屋
を
営
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
り
、
茂
澄
や
橙
堂
は
親
戚
・
播 

磨
屋
を
頼
り
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

前
述
の
『
過
去
帳
』
に
よ
る
と
、
大
坂
に
居
住
し
て
い
る

｢
東
之
坊｣

の
娘
・
弁
と
申
す
女
が
来
国
し
、
十
太
夫
娘･

菊
を 

連
れ
帰
っ
た
、
そ
し
て
大
坂
土
橋
筋
播
磨
屋
忠
兵
衛
妻
に
嫁
す
、 

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県
三
田

さ

ん

だ

市
の
聖
徳
寺
に
は
、
播
磨 

屋
忠
兵
衛
の
存
在
を
傍
証
す
る
釈
迦
十
六
善
神
像
が
あ
る
（
註

⑦
）
。 

 

橙
堂
は
一
八
歳
か
ら
三
一
歳
ま
で
の
十
三
年
間
の
多
く
を
、 

 

   写真１ 橙堂画像（註⑧） 



堺
で
遊
学
し
て
い
る
。
二
〇
歳
の
と
き
に
は
、
萩
・
明
倫
館
で

学
ぶ
。
二
十
一
歳
か
ら
の
五
年
間
は
、
文
学
修
行
の
た
め
と
し

て
藩
に
願
い
出
て
、
大
坂
・
堺
な
ど
各
地
で
勉
学
に
励
ん
だ
。 

 

堺
で
は
、
宿
院

し
ゅ
く
い
ん

町
（
紀
州
街
道
沿
い
）
に
居
住
し
て
い
た
。 

写
真
２
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
に
発
行
さ
れ
た

『
左
海
人
物
誌
（
註
⑨
）
』
よ
り
転
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
頃
は
自
ら
堺
で
私
塾
を
開
い
て
い
る
。
掲
載
人
数
約
一
五
〇 

人
の
中
に
兼
﨑
昌
司
（
橙
堂
）
の
名
が
あ
り
、
防
州
人
と
し
て 

こ
の
宿
院
町
で
確
固
た
る
存
在
感
を
示
し
て
い
た
事
が
窺
え
る
。 

 

恐
ら
く
徳
山
に
帰
る
意
思
は
な
く
、
こ
の
堺
の
地
で
生
き
抜

く
覚
悟
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
を
代
表
す
る
仁
徳
陵
古
墳 

が
作
ら
れ
、
中
世 

か
ら
貿
易
港
、
自
治

都
市
と
し
て
発
展
し

て
き
た
堺
は
、
千
利

休
に
よ
り
大
成
さ
れ

た｢

茶
道｣

文
化
の
町

で
も
あ
る
。
詩
文
を

嗜
み
学
問
に
励
ん
で
い
た
橙
堂
に
と
っ
て
、
堺
は
歴
史
と
伝
統

を
礎
に
夢
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
自
由
都
市
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
二
十
七
年
後
に
こ
の
地
で
、
老
舗
和
菓
子
商
「
駿
河 

屋
」
の
娘
・
鳳ほ

う

志
よ
う
（
与
謝
野
晶
子
）
が
生
ま
れ
て
い
る
。 

 

四
、
家
柄
断
絶
と
再
興 

橙
堂
二
五
歳
の
と
き
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
一
月

父
・
茂
澄
五
九
歳
で
没
。
嫡
男
橙
堂
が
堺
か
ら
帰
国
し
よ
う
と 

し
な
い
の
を
憂
慮
し
た
茂
澄
は
、
晩
年
に
は
、
養
子
幸ゆ

き

勝か
つ

（
勝 

蔵
）
を
迎
え
家
督
継
承
を
願
い
出
て
い
た
。
苦
渋
の
選
択
で
は 

あ
っ
た
が
、
茂
澄
没
後
、
願
い
が
叶
え
ら
れ
二
ヶ
月
後
の
三
月 

家
続
許
可
が
下
り
る
。 

し
か
し
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
養
子
紛
紜

ふ
ん
う
ん

事
件
が
起 

き
、
翌
年
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
七
月
お
咎
め
に
よ
り
家
柄 

断
絶
・
家
屋
敷
没
収
と
な
っ
た
。
代
戸
主
を
立
て
る
事
も
出
来

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
橙
堂
は
堺
か
ら
の
帰
国
期
限

に
遅
れ
た
た
め
、
他
国
外
出
禁
止
処
分
の
身
で
あ
っ
た
。 

断
絶
後
は
、
橙
堂
は
慙
愧
の
念
で
ま
た
堺
へ
戻
っ
て
い
っ

 
  

写真２『左海人物誌』 



た
。
母
は
洗
濯
な
ど
を
し
て
諸
家
へ
寄
居
し
、
妹
は
他
へ
縁
付

き
、
養
子
幸
勝
は
実
家
に
帰
っ
た
。 

嘉
永
四
年(
一
八
五
一)

に
、
福
間
左
衛
門
・
藩
校
興
譲
館

学
頭
の
薦
め
で
堺
よ
り
帰
国
し
た
。
同
氏
の
推
挙
に
よ
り
許
さ

れ
、
兼
﨑
家
再
興
な
る
。
同
年
八
月
一
七
日
、
橙
堂
禄
高
二
十 

石
、
格
式
御
徒
士

か

ち

と
し
て
召
出
さ
れ
る
。
三
十
一
歳
。 

恩
人
で
あ
る
福
間
家
の
墓
は
、
橙
堂
の
墓
と
同
じ
周
南
市 

大
迫
田
金
剛
寺
墓
所
に
あ
る
。 

  
 

五
、
相
模
で
の
警
衛
（
砲
台
監
察
・
大
砲
方
を
任
命
） 

 

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
三
日
、
浦
賀
沖
に
ペ
リ
ー
米

艦
隊
四
隻
が
大
統
領
国
書
を
携
え
来
航
し
た
。
同
年
十
一
月
、 

幕
命
に
よ
り
萩
藩
主
毛
利
敬た

か

親ち
か

は
、
相
模
国
西
浦
賀
か
ら
腰
越

こ
し
ご
え 

八
王
子
山
に
至
る
西
南
海
岸
に
砲
台
を
築
き
兵
を
配
し
、
益
田 

親
施

ち
か
の
ぶ

を
総
奉
行
と
し
て
相
州
警
衛
に
あ
た
る
事
に
な
っ
た
。 

翌
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
四
月
、
敬
親
は
警
衛
地
の
一

部
を
四
末
家
に
分
担
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
萩
藩
に
よ
る

相
州
警
衛
は
、
単
に
防
備
だ
け
で
な
く
管
内
の
民
政
を
あ
げ
て

一
任
さ
れ
た
の
で
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
財
政
負

担
の
軽
減
を
も
図
る
た
め
の
対
応
で
あ
っ
た
。 

 

写真３ 相模での警衛地（徳山藩：大浦山砲台） 



 

そ
の
割
り
当
て
は
、
大
浦
山
砲
台
は
徳
山
藩
、
八
王
子
砲
台 

は
長
府
藩
、
稲
村
ヶ
崎
砲
台
は
清き

よ

末す
え

藩
、
荒
崎
砲
台
は
吉
川
家 

と
な
り
、
写
真
３
に
相
模
で
の
警
衛
地
四
ヶ
所
を
示
す
。 

徳
山
藩
主
元
蕃

も
と
み
つ

は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三
月
一
日
、 

二
年
前
か
ら
江
戸
詰
め
で
あ
っ
た
橙
堂
に
砲
台
監
察
兼
大
砲
方 

を
任
命
し
た
。
そ
の
命
に
よ
り
伊
ヶ
崎
準
太
と
同
道
し
て
三
月 

七
日
に
江
戸
を
発
し
た
。
両
人
は
そ
れ
ぞ
れ
荒
仕
子

あ

ら

し

こ

一
人
ず
つ 

を
従
え
、
拾
匁
筒
を
携
え
て
い
た
。 

同
月
一
二
日
に
は
江
戸
留
守
居
役
・
松
野
幹
右
衛
門
が
、 

物
頭

も
の
が
し
ら

、
軽
卒

け
い
そ
つ

ら
三
〇
数
名
を
率
い
て
上
宮
田

か
み
み
や
だ

の
原
陣
屋
に
到
着
。 

翌
日
、
大
浦
山
台
場
の
授
受
を
終
え
た
。
徳
山
藩
の
相
州
警
衛 

は
三
年
間
に
お
よ
び
、
安
政
五
年
六
月
ま
で
続
い
た
。 

写
真
３
で
分
か
る
よ
う
に
、
徳
山
藩
が
担
当
し
た
大
浦
山

砲
台
は
三
浦
半
島
の
先
端
に
位
置
し
、
江
戸
湾
に
通
じ
る
浦
賀

水
道
を
警
衛
す
る
重
要
拠
点
で
あ
る
。 

な
ぜ
橙
堂
が
そ
の
軍
事
施
設
の
砲
台
監
察
兼
大
砲
方
を
命

ぜ
ら
れ
た
の
か
？ 

そ
の
背
景
に
は
、
橙
堂
の
家
系
が
毛
利
家

に
仕
え
た
刀
鍛
冶
で
あ
っ
た
こ
と
、
及
び
鉄
砲
鍛
冶
の
町
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
堺
で
、
長
い
間
勉
学
に
励
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
砲
術
に
造
詣
が
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。(

江
戸
時
代
の

鉄
砲
の
八
割
は
こ
の
堺
で
生
産
さ
れ
て
い
た) 

そ
の
布
石
と
し
て
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
橙
堂
は
江

戸
に
於
い
て
御
用
間
合
い
の
節
は
西
洋
流
砲
術
の
修
行
を
す
る

旨
、
予
め
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
格
的
に
西
洋
砲
術
を
学

ぶ
よ
う
藩
命
が
下
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
六
月
以
来
、
佐
久
間

象
山
に
師
事
し
砲
術
を
学
ん
で
い
る
。 

 

六
、
高
島
流
西
洋
砲
術
の
免
許
皆
伝 

橙
堂
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
三
月
か
ら
安
政
五
年 

（
一
八
五
八
）
五
月
ま
で
の
約
五
年
間
に
わ
た
り
、
江
戸
番
手

お
よ
び
相
州
警
衛
を
務
め
た
。
そ
の
内
、
三
年
余
り
を
浦
賀
に

て
過
ご
す
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
九
月
二
八
日
よ
り
、
浦 

賀
与
力
・
岡
田
増
太
郎
に
師
事
し
、
最
新
の
「
高
島
秋

し
ゅ
う

帆は
ん

流
西 

洋
砲
術
」
を
学
ん
だ
。
半
年
後
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四 

月
一
〇
日
、
高
島
流
砲
術
皆
伝
を
授
け
ら
れ
る
。 

高
島
秋
帆
は
、
西
洋
砲
術
の
普
及
に
力
を
注
い
だ
兵
学
者



で
高
島
流
西
洋
砲
術
の
創
始
者
。
長
崎
の
町
年
寄
兼
鉄
砲
方
の 

家
に
生
ま
れ
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
青
銅
製
モ
ル
チ
ー
ル

砲
鋳
造
に
成
功
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
基
に
高
島
流
砲
術
を
完
成

さ
せ
、
砲
術
と
洋
式
銃
陣
を
教
授
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
武
蔵
徳
丸
ケ
原(

現
東
京
都
板

橋
区)

で
日
本
最
初
の
洋
式
砲
術
演
習
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
幕
府
の
高
島
流
砲
術
採
用
が
決
ま
り
、
幕
臣
の
江
川
太
郎
左

衛
門(

坦
庵)

・
下
曾
禰
金
三
郎
に
伝
授
し
長
崎
に
帰
郷
。
江
川

太
郎
左
衛
門
の
も
と
に
は
、
西
洋
砲
術
を
学
ぼ
う
と
す
る
幕
臣

や
諸
藩
の
藩
士
、
松
代
藩
士
の
佐
久
間
象
山
な
ど
多
数
集
ま
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

幕
末
の
志
士
で
あ
る
吉
田
松
陰
や
坂
本
龍
馬
、
河
井
継
之

助
ら
も
、
こ
の
高
島
流
西
洋
砲
術
・
銃
陣
の
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
。
井
上
馨
、
黒
田
清
隆
、
大
山
巌
な
ど
、
明
治
維
新

で
名
を
な
し
た
人
材
も
学
ん
で
い
る
。 

徳
山
藩
で
高
島
流
砲
術
を
学
ん
だ
の
は
、
橙
堂
が
初
め
て

で
あ
っ
た
。
子
孫
の
家
に
は
、
そ
の
授
け
ら
れ
た
「
高
島
流
砲

皆
伝
箇
条
」
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
流
祖
・
高
島
秋
帆
、
下
曾
禰

金
三
郎
、
そ
し
て
岡
田
増
太
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
次
の

七
ヶ
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。 

一 

歩
騎
砲
三
兵
之
編
成 

一 

諸
弾
之
製
薬
器
械
之
製
造 

一 

大
小
炮
銃
箇
架
二
様
之
制
度 

一 

廂
車
輜
重
車
之
製
作 

一 

城
塁
之
築
造 

一 

三
軍
之
人
数
配
当
陣
営
作
法 

一 

着
発
弾
之
秘
事 

七
項
目
す
べ
て
を
習
得
し
て
初
め
て
皆
伝
と
な
る
。
高
島 

写真４ 橙堂が書き写した   

『三兵荅古知幾･巻之二』 



秋
帆
は
砲
術
の
み
な
ら
ず
「
歩
騎
砲
三
兵
之
編
成
」
の
よ
う
な

洋
式
銃
陣
に
つ
い
て
も
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
教
科
書
と
も
言

う
べ
き
『
三
兵
荅
古
知
幾
』(

さ
ん
ぺ
い
た
く
ち
い
き)

巻
之
二

写
本
を
、
写
真
４
に
示
す
。
高
野
長
英
が
翻
訳
し
た
オ
ラ
ン
ダ

の
兵
学
書
を
、
橙
堂
が
竹
製
ペ
ン
で
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
兵
と
は
、
歩
兵
・
騎
兵
・
砲
兵
を
さ
し
、
「
荅
古
知

幾
」
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
戦
術
を
意
味
す
る
Ｔ
ａ
ｋ
ｔ
ｉ
ｅ

ｋ
の
音
訳
。
こ
れ
ら
の
兵
を
連
携
し
て
円
滑
に
運
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
戦
術
で
あ
る
。
『
三
兵
荅
古
知
幾
』
は
、
戦
略

理
論
の
概
念
を
持
た
な
か
っ
た
当
時
の
識
者
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

七
、
徳
山
藩
に
お
け
る
砲
術
指
南 

 

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
月
、
橙
堂
三
八
歳
の
と
き
高
島

流
砲
術
皆
伝
を
受
け
、
同
年
六
月
一
一
日
帰
国
し
た
。
一
〇
月

一
八
日
に
、
遠
石
浜
辺
に
て
西
洋
流
打
方
の
演
習
を
行
っ
て
い 

る
。
そ
の
様
子
を
、
藩
主
元
蕃
公
が
上
覧
さ
れ
た
。 

一
二
月
一
五
日
、
賞
美
と
し
て
銀
五
〇
目
を
賜
り
、 

 

徳
山
藩
西
洋
銃
陣
副
教
授
方
と
な
る
。
そ
の
後
、
舞
車
練
兵
場 

（
新
角
場

か

く

ば

）
に
於
い
て
三
年
半
に
わ
た
り
、
藩
兵
へ
最
新
の
砲 

術
及
び
洋
式
銃
陣
の
指
南
を
行
っ
た
。
橙
堂
へ
の
喝
采
と
憧
憬

の
な
か
、
最
も
輝
い
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。 

従
来
の
藩
砲
術
は
、
中
島
流
な
ど
和
式
砲
が
主
流
で
あ
っ

た
。
泰
平
の
世
に
あ
っ
て
は
、
砲
術
は
個
人
技
に
偏
っ
て
い
き
、

大
砲
や
鉄
砲
は
実
戦
か
ら
遊
離
し
た
も
の
へ
と
な
っ
て
い
た
。

だ
が
ペ
リ
ー
来
航
を
機
に
、
砲
術
は
再
び
脚
光
を
浴
び
る
（
註

⑩
）
。
橙
堂
が
伝
え
た
高
島
流
砲
術
は
銃
や
臼
砲
（
モ
ル
チ
ー

ル
砲
）
等
大
砲
お
よ
び
洋
式
調
練
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
銃
器

の
規
格
化
と
組
織
的
軍
隊
の
編
成
を
促
進
さ
せ
た
事
で
あ
る
と

云
わ
れ
て
い
る
。
写
真
５
は
、
橙
堂
が
砲
術
指
南
を
行
っ
た
舞

車
練
兵
場
跡
（
新
角
場
）
に
建
つ
石
碑
で
あ
る
。 

翌
年
安
政
六
年
（
一
八
五

九
）
一
二
月
二
八
日
に
は
、

棟
梁
大
工
・
引
頭
常
右
衛
門

の
姉
寿
賀
（
ス
ガ
）
と
結
婚

し
た
。
文
久
二
年
四
月
に
は

 

写真５ 石碑・新角場

跡（周南市清水町） 



嫡
男
・
茂
樹
が
誕
生
す
る
。
（
茂
樹
は
幼
名
・
百
合
蔵
、
民
蔵

で
、
俳
人
・
地
橙
孫
の
父
で
あ
る
） 

 

八
、
京
都
で
の
国
事
周
旋
と
病
没 

 

藩
主･

元
蕃
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
参
勤
で
江
戸
藩

邸
に
い
た
。
文
久
二
年
五
月
四
日
、
元
蕃
公
を
江
戸
よ
り
護
衛

し
迎
え
帰
す
た
め
、
橙
堂
は
、
福
間
刑
馬
、
江
村
彦
之
進
、
児

玉
次
郎
彦
等
と
徳
山
を
出
足
し
た
。
六
月
四
日
江
戸
着
。
一
〇 

日
、
藩
主
元
蕃
に
随
行
し
江
戸
発
。
七
月
二
日
、
元
蕃
京
都
着
。

寓
居

ぐ
う
き
ょ

の
大
徳
寺･

黄
梅
院

お
お
ば
い
い
ん

に
入
る
（
黄
梅
院
は
毛
利
家
の
菩
提 

寺
で
、
毛
利
家
や
福
原
家
の
墓
が
現
存
し
て
い
る
）
。 

こ
の
と
き
長
州
藩
は
、
朝
廷
へ
攘
夷
を
説
く
京
周
旋
を
行

っ
て
お
り
、
元
蕃
は
敬
親
父
子
を
補
佐
し
て
い
た
。
橙
堂
は
江

村
彦
之
進
ら
と
共
に
、
元
蕃
公
の
河
原
町
長
州
藩
邸
へ
の
往
来

時
な
ど
に
、
警
備
の
た
め
随
伴
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
攘
夷
勤 

王
の
事
を
長
州
藩
士
・
周
布
政
之
助
、
小
田
村
文
助
、
土
屋
、 

来く
る

原は
ら

良
蔵
、
桂
小
五
郎
ら
と
共
に
計
画
中
に
、
病
に
倒
れ
た
（ 

註
⑪
）
。
宗
藩
御
典
医
・
青
木
周

し
ゅ
う

弼す
け

（
小
田
村
、
桂
ら
の
口 

添
え
）
の
診
察
の
甲
斐
も
な
く
閏
八
月
二
九
日
、
生
後
四
ヶ
月

の
嫡
男
茂
樹
を
残
し
て
大
徳
寺･

黄
梅
院
に
て
没
す
。
四
二
歳
。 

同
寺
に
墓
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
墓
表
「
徳
山
藩
士
兼
崎
昌 

司
墓
」
は
江
村
彦
之
進
の
揮
毫

き

ご

う

で
あ
る
。
墓
建
立
費
は
、
本
城 

 

清
、
亀
谷
悌
次
、
生
田
森
衛
、
信
田
作
太
夫
、
江
村
純
一
郎 

ら
か
ら
の
香
典
に
よ
る
。 

周
南
市
大
迫
田･

金
剛
寺
墓
所
に
は
、
知
友
・
島
田
南
村
書

の
「
橙
堂
兼
崎
先
生
墓
」
が
あ
る
。
西
洋
流
砲
術
の
弟
子
及
び

知
己
の
義
捐
金
に
よ
り
、
文
久
三
年
に
建
立
さ
れ
た
。 

 

九
、
お
わ
り
に 

四
境
の
役(

第
二
次
長
州
征
伐)

で
は
、
両
軍
の
主
力
部

隊
が
芸
州
口
で
激
突
し
た
。
こ
の
と
き
、
徳
山
藩
諸
隊
で
は 

「
臼
砲

き
ゅ
う
ほ
う

隊
」
が
編
成
さ
れ
“
小
瀬
川

お

ぜ

が

わ

の
戦
い
”
で
活
躍
し
た
。 

橙
堂
が
三
年
半
に
わ
た
り
藩
兵
に
指
導
し
た
砲
術
の
う
ち
、
臼

砲(

モ
ル
チ
ー
ル
砲)

に
よ
る
隊
（
四
二
名
）
で
あ
る
。 

鳥
羽
伏
見
の
戦
い(

八
幡･

橋
本
の
戦
闘)

で
は
、
毛
利
元も

と

功い
さ 

が
自
軍
・
徳
山
藩
の
砲
術
部
隊
に
対
し
全
幅
の
信
頼
を
も
っ
て 



い
た
事
が
、
彼
の
言
動
か
ら
窺
え
る
。 

禁
門
の
変
後
、
伊
勢
津
藩(

藤
堂
藩)

は
山
崎
の
狭
隘
部
の
警

備
を
命
じ
ら
れ
て
、
山
崎
・
橋
本
に
砲
数
門
と
八
百
余
名
の
兵

を
置
い
て
い
た
か
ら
、
こ
の
藩
の
動
向
が
戦
局
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
毛
利
元
功
は
初
め
て
兵
を
率
い
出
馬
し

て
伊
勢
津
藩
の
軍
営
に
入
り
、
「
若
し
伊
勢
津
藩
に
と
っ
て
旧

幕
府
軍
に
発
砲
す
る
こ
と
が
忍
び
な
い
場
合
は
、
暫
く
砲
を
借

り
、
徳
山
兵
が
砲
を
操
作
し
て
、
幕
軍
を
砲
撃
し
た
い
」
と
申

し
出
た
の
で
伊
勢
津
軍
は
協
議
の
末
帰
順
に
踏
み
切
っ
た
と
い

う
（
註
⑫
）
。 

戊
辰
戦
争
の
硝
煙
の
中
で
近
代
日
本
が
誕
生
し
た
。
徳
山

藩
の
先
駆
者
と
し
て
高
島
流
西
洋
砲
術
を
指
導
し
た
三
年
半
は
、

橙
堂
に
と
っ
て
最
も
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
彼
の
人
生
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
の
絶
筆
と

な
っ
た
こ
の
漢
詩
に
、
橙
堂
の
心
境
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。 

【
橙
堂
の
辞
世
】 

従
昔
人
世
誰
無
死 

々
葬
京
城
亦
因
縁 

 
 
 
 

惟
憾
他
年
攘
夷
日 

不
発
大
砲
碎
火
輪 

読
み
下
し
文 

昔
よ
り
人
世
誰
か
死
す
る
無
か
ら
ん 

死
し
て
京
城
に
葬
む
ら

る
も
亦
因
縁
な
り 

惟
だ
憾
む
他
年
攘
夷
の
日 

大
砲
を
発
し

て
火
輪
を
碎
か
ざ
る
を 

昔
か
ら
人
の
世
に
死
な
な
い
者
な
ど
な
い
。
死
ん
で
こ
の

京
都
に
葬
む
ら
れ
る
の
も
何
か
の
因
縁
だ
。
た
だ
残
念
な
の
は

先
年
の
攘
夷
の
日
に 

大
砲
を
ぶ
っ
ぱ
な
し
て
黒
船
を
撃
ち
砕

か
な
か
っ
た
こ
と
だ
。 

火
輪
は
汽
船
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
黒
船
（
外
国
船
）
を
指
す
。 

 
 
 

 

こ
れ
か
ら
歴
史
の
舞
台
に
上
る
寸
前
に
、
志
し
半
ば
で
逝
っ

た
橙
堂
。
自
分
が
学
ん
だ
砲
術
を
使
い
攘
夷
を
果
た
し
、
新
し

い
時
代
を
つ
く
る
こ
と
が
橙
堂
の
願
い
で
あ
っ
た
。 
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